
§1．フレー工橋（RheinbruckeDusseldorf－Flehe）

　L　橋梁概要

　1．1　橋梁諸元

　（1）所在地：西ドイッ，デュッセルドルフ市

　（2）　種　別：道路橋

　（3）　橋　長：1148．Om（最大支間　368．Om：西ドイッ最大）

　（4）　有効幅員：4LOm（3車線＋対避車線＋歩道）×2

　（5）　形　式：桁：鋼床版箱桁，PC桁

　　　　　　　塔：RC逆Y形

　　　　　　　ケーブル：ファン（一面）・LCR

　（6）　完成年：1979年（1976年着工）

　（7）　複合斜張橋

　　　　　塔と陸上部の主桁がコンクリート構造であり・主径間の主桁のみが繍造となって．

　　　　　いる。
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1．2　工事数量

　　　高水敷部分（プレストレストコンクリート）

　　　　・コンク　リート　　　　　　　42，900m’

　　　　鉄筋　　　　　　　　2，900t

　　　　・f寸帯鋼ホオ　［　　　　　　　　　　1，350t

基礎を含む鉄筋コンクリート塔

　・コンクリート　　　　18，700m’

　　鉄筋　　　　　　　　　1，650t

　・付帯鋼材　　　　　　100t

河川横断橋梁

　　構造鋼

　・ケーブル

7，000t

L200t

ライン川右岸端末構造工

　・コンクリート　　　　 4，400m3

　・付帯鋼材　　　　　　　　330t

　　補助スパン鋼　　　　　　2t
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L3　主　桁

　　　桁高　　3．8m

　　　幅　　16．3m（鋼床版3室箱桁）

　　　鋼床版は台形の補鋼リブ

　　　・鋼床版板厚12～60皿m（ケーブル定着部）

　　　横桁　　4．5m間隔

　　　　PC桁部

　　　　ケーブル定着部　5室箱桁構造　幅29．5m　X桁高3．8m

　　　　一般部　　　　　2室箱桁構造　幅7．Om×　〃
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1．4　横　梁

　　　主塔に単純支持された鋼製の横梁で、PC桁と鋼桁を連結している。
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図一1．4　塔一横梁図

14，000本のスタッドとPC鋼材で軸力を伝達しPC桁と横梁の接触面に設置された6，000

本のスタッドでせん断力を伝達する構造。

支間　52．142m

幅　　　3．4m

高さ　　6．6m
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L5　ケーブル

　　　　7本のケーブルで各ケーブルは6～12本のロックドコイルロープ

　　　　ケーブル径　93φ，97φ，105φ，111φmm

　　　・ケーブルは5層丸鋼線，6層Z鋼線の特許ケーブル

　　　　最大ケーブル線長：320m

、

　　　ロロヘし

蝶……．ワ

＼く辻多ン

図一1．5　ケーブル断面

ケーブル断面

金属部断面積：Ant＝6369㎜2

　計算重量：G＝72kg／m

　引張強さ：Bニ1600N／㎜2，（163kg／m“02）

　破壊強さ（計算）Fニ13．39MN

　　　ケーブル断面φ111，丸鋼線61本，

　　　4．25～4．8mm径：Z鋼線264本，

　　　6mm高。

ケーブルについて下記の試験を行っている。

伸び剛性試験

破断試験

ボルトのねじ山強度試験

ケーブルの耐久性試験
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（3）鋼桁内のケーブル定着 ナ、
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　　　　　　　　　図一1．8　鋼桁内のケーブル定着

・アンカー金具を中央箱の腹板にボルト接合し，塔側と同じようにナットで固定する。
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1．7　主　塔

　　　コンクリート構造の逆Y形，高さ　146．47m

　　　塔断面　斜め塔柱　　一般部　4．82m　X6．40m

　　　　　　　　　　　　　基部5．50×9．60

　　　　　　　塔頂鉛直部　一般部10．40　×6．40

　　　　　　　　　　　　　基部5．36×6．40
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1．8　基　礎

鋼コンクリート合成ケーソン

・深さは地表面下約12m

平均許容地耐力90t／㎡

・主塔は基礎に完全固定

　塔　基礎
糊ω劇掘㎜日V尼
5’oんみ8b’αト腋臨b解”d徽σ5抱”

電聖aρ

図一1．10塔基礎

1．9

　（1）

支　承

主塔横梁

・橋軸方向の異動を固定する支承

　　最大水平反力　2400t

　鉛直荷重を主塔に伝える支承（

　　最大鉛直反力　3100t

（ベアリングプレート沓主体）

〃 ）

（2）　鋼桁部端橋脚上

　　・ベンデル沓（鉛直反力）最大　1800t

ウィンド沓（軸直角

　　最大負反カー735t

　　軸方向移動量　±510mm

，水平方向）

　　水平反力　400t
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2．　設計概要

　　　鋼構造の静荷重計算はクルップ社がROIK教授に委嘱して行った。

2．1　静的全体系
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2．3　載荷荷重

　　　　D［MO72橋梁等融60による

　　　・断面積のひずみの影響

　　　・コンクリートのクリーブ

　　　　コンクリートの収縮

　　　・温度荷重

　　　　その他の荷重条件として

　　　　完成系の風荷重はDIMO72による

　　　・施工中の風荷重は風洞試験の結果により設定

2．4　風洞試験，と理論的計算をクレッペル教授が行っている。

3．架
3．1

3．2

Wい勃

　設

PC桁（高水敷部）

　仮イベント設置し，移動型枠方式

主橋梁

　ケーブルを利用した張り出し架設，

・鋼桁　20ブロック　（ブロック組立順序は次頁参照）

　　　　1部材　長さ18m，　最大重量110t

・現場継手は溶接（全溶接構造）

・架設順序

　　　　　　　　　　　　　　　　　①主塔基礎の建設

㊤
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Wい謝 Wし一鰍γd

④

⑤

　　　　　　　（ケーソン）

主塔の設置

主塔と左岸側橋台の設置

PC橋梁の架設

PC橋定着のため主塔横梁の架設

ケーブルの張り渡しと4ブロックの張り出し

架設

右岸側橋台の設置

18ブロックまゼの主橋棄部の梨設

工事完了

⑤ 2　3　4　　5　　6　　7　8　　9　10　！：　L2　13

　　　！3x60．08780．0 367．25

Sけ恥eゆ一Vor撫

　　　　　　架盈手口
S幽

図一Ll2架設手順
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・桁断面の組立順序

　　・門型クレーンの下で現場持込み部材を大形に地組する

　　　　　　　　　　　　　　　①4枚の鋼材を溶接して，橋梁の中央箱を製作
　　　　　　　　爵　　す．

　　　　　　　　　　　　　　　②左図の手順で組立て架設する

　　　　　　　　　　　　　　　　　この時，最大ブロック重量は110t
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図一1．13　桁断面の組立順序

．』

図一1．14桁の架設

3．3　主　塔

　　　一段の施工高さが2．5mのクライミングフォームで58段に分けて施工。
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3．4　主塔内ヘケーブルアンカー据付けとケーブル取付け
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塔先端に取付金具を設置し，これ

を使って重量55tのアンカー体を

架設し，同じ取付金具でケーブル

をアンカー体の中に取付ける。

図一1．15　主塔内ケーブルアンカーとケーブルの取付

3．5　鋼桁内ケーブルの緊張
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①ケーブルソケットに約3．5mの引

　張りスピンドルをねじ止めする。

②油圧センターホールジャッキで

　緊張する。

③ジャッキでスピンドルのターン

　バックスを押し下げる。

　（左図の1）

④プレスのもどりに対し調整ナッ

　トがラムチェアー上に固定されプ

　レスとターンバックルが軽減され

　る。　（左図の2）

図一1．16　鋼桁内ケーブルの緊張

・ケーブルカの制御器は

油圧ジャッキのゲージ圧。

・河川ケーブルカと陸側

ケーブルカとの差を塔内で大きくしない事。

一14一



4．鋼橋とケーブルの防食

4．1　鋼　桁

　　　外　面

　　　　・stoff　Nα634．55および634．75によるフタル酸樹脂系鉛丹の下塗2層（工場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100μ

　　　　　stoff　Nα635．58＋635．58＋635。78によるフタル酸樹脂系鉛丹の上塗3層（現場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150μ

　　　　総塗膜厚　　250μ

　　　内　面

　　　　・stoff　Nα634．55と635．75によるフタル酸樹脂系鉛丹の下塗2層（工場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80μ

　　　　・stoff　No635．58と635．78によるフタル酸樹脂系鉛丹の上塗2層（現場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80μ

　　　　総塗膜厚　　160μ

　　　・全て刷毛塗り

4．2　ケーブル

　　　・ケーブルの鋼線外層　300g／㎡～450g／㎡で溶融亜鉛メッキ。

　　　・ケーブルの内層鋼線はstoff　Nα634．35の亜麻仁油の上に鉛丹塗り保護

　　　　ケーブル上面塗装

　　　　　　　　・下塗りUnitecta社のFolic　PCR8041：150μ

　　　　　　　　・上塗りFolic　ENA801103ポリウレタン150μx2

　　　　　　　　総塗膜厚　　　　　　　　　　　　　　　450μ
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5．　その他

5．1　工事費

　　　　右岸側橋台および橋橋脚

　　　・主塔基礎

　　　・コンクリート主塔

　　　・主橋梁部鋼上部工

　　　・左岸側PC上部工

300万マルク

420万マルク

1110万　”

4700万　”

2930万　”

総　工　費 9450万マルク

5．2　請負者

　　　Friedrich　Krupp社　　　　　総括指導（契約，設計，建設技術）

　　　　　（デュイスブルク〉

　　　　　　　　　　　　　　　　主橋梁部鋼上部工，鋼製横梁の製作，輸送，架設

　　　Dyckerhoff＆翫ndmann社　ヶ一ソン基礎を含む，鉄筋コンクリート主塔の施工

　　　　　（デュッセルドルフ）

　　　Bllfinger＆Berger社　　　　右岸側橋台および橋部橋脚の施工

　　　　　（ケルン／デュッセルドルフ）

　　　Kd客el社　　　　　　 左岸側PC上部工の施工

　　　　　（フランクフルト／マイン）

　　　工学士E．h．H．グラッスル　　　　　検査技師

　　　　　（技師事務所）

　　　工学士，工学博士，E．h．Gローマー　建築学上のアドバイス

　　　　　（建築士事務所〉

　　　〃　　　〃　　　E．h．E．シュルッェ教授　土質専門家

　　　工学博士　K．コルディナ教授　　　鉄筋コンクリートおよびPSコンクリート専門家

　　　　”　　　J．シェーア教授　　　　鋼構造専門家
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§2．

　1．

新チョルン橋（Tjom　Brldge）

橋梁概要

　施主：スウェーデン財務庁

　所在地：スウェーデンの西海岸　60teborgから北へ約50kmのJjom島

　工期：1980年6月～1982年9月

　形式：複合斜張橋

　　　　　塔　　一H型　SRC構造

　　　　　ケーブルーファン型（ロックドコイル）

　　　　　主桁一鋼箱桁（中央径間）

　　　　　　　　　鉄筋コンクリート箱桁（側径間）

　橋　長・支間：647．Om（32．6＋4×3LO＋366．0＋4x31．0）
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1．3構造上の特徴

　（1）　中央径間　鋼箱桁，側径間，鉄筋コンクリート桁を持つ複合斜張橋である。

　（2）　主塔は鉄筋コンクリート

　（3）Tjorn橋は，アスケフィヨルド橋として日本でも知うれた1960年に建設された直径3．8

　　mの鋼管アーチをもつ支間278mの鋼アーチ橋であったが，1980年1月に，船に衝突され落

　　橋した。

　（4）　交通量（12，000台／日）の多い重要路線のため，工期の短いことが、重要な条件であっ

　　た。

　（5）366mの必要支間について、斜強橋と吊橋の比較については、Skanska　Cementig　Jute－

　　riet／Kruppグループが、斜張橋案を提出することで決定した。

　　　吊橋の方が約8％価額が上まわった・工期についても差があった。

　（6）　経済的な理由により、斜めウエブを持つ箱形断面を断念した。

　（7）主塔間隔は366m鋼桁は386mで左右峯とも10m側径間に入った位置でコンクリート桁

　　との接合部を持つ

　（8）　ケーブルは、32本で独立ケーブルである。

船の衝突によるアーチ橋の落橋

一20一



2．　設計

　（1）設計基準

（2）解　析

スウェーデン規格

静的解析として

動的解析

コンクリートのヤング率を種々のケースについて

計算している。

　・全体構造系の立体解析

　・陸上部（側径間）のコンクリート橋部の解析

風作用について　（47m／sec）

（3）設計条件

　　　平面線形

　　　固定方法

（4）荷　重

　　　風荷重：

温　度：

側径間（Almon側）の一部に半径400mの曲線

橋軸　　橋台1ヶ所

橋軸直角　主塔位置　2ヶ所と橋台1ヶ所

載荷時（水平力）　7．9KN／m

無載荷時（水平力）13．6KN／m

鋼構造　　　　　　＋35℃　一40℃

コンクリート構造　＋15℃　一30℃

（5）　コンクリート桁と鋼桁との連結

　　主塔から側径間側に10mの位置に連結位置があり継手長さは3mで，

　コンクリート桁に固定されている。　（図一2．6）

1）　連結位置では予想される6断面力

　を伝達する。

2）　カの伝達は、右図の0．75mの区間

　で行われる。

3）　スタッドによるコンクリート桁か

　らのカの伝達を桁の上下フランジ側

　のリブ1．5mでカを伝えている。

4）　コンクリートの引張応力の発生を

　避けるため、引張部材の範囲をプレ

　ストレスする。

鋼桁はスタッドで

ノ！ーブ　プ’！
ノ　　　　　　！ ノ

　ノ　　　　　　　　　ノ
／　　／　　／　！　1

／　　　’

司騨司』曜■脚網『」

1 －聯

押閲一
1
棚 r』“■【躍

1
！

！
！ ！
！

1移！ノ ！
／！

1 『 9

図一2．6

」励一」＿1500＿4

鋼桁と鉄筋コンクリート桁の

連結部の構造
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（6）　ケーブル

　　　φ108のケーブル断面を図一2．6（b）に示す。

　　　亜鉛メッキされた素線の強度は、1600Vmm2になりメッキによる強度低下は約10％で

　　ある。

（7）　ケーブルソケット

　　　図一2．10のケーブルソケットを持つ。

　　　ソケットは鋳鋼で、0州1681のGS623

　　　ケーブルの固定は、亜鉛による鋳造である。

　　　ソケットは、後側にネジS220×12　長さ145皿mのねじ部を持っている。

　　　ソケット前部はS355×12　長さ520の外ねじ部を持っており、調整用である。

1）

2）

1）

2）

3）

4）

5）

（礁鍮

図一2．7　ケーブル断面　φ108
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（8）　耐風設計

　1）　耐風検討にあたっては、解析・風洞試験、自由減衰振動試験が実施された。

　2）　耐風安定性は、下記についても検討されている。

　　a）　張出し桁が最も長い最悪の架設状態。

　　b）　普通の交通条件下にある供用状態。

　　c）　交通量の悪条件下でケーブルが突然切断した場合の状態

　3）　風洞実験から、ねじれフラッターに対する耐風安定性は構造減衰に著しく依存するこ

　　とがわかったため、完成系において自由減衰振動実験を実施した。

　　　実験は、桁の閉合後、舗装工事前に行い、装置は図一2．12のように、台船にワイヤで

　　つないだワイヤーを切断する方法とした。

　　　　（この項は、1983．5のE．Koger氏の論文を、前田研一氏が訳出されたものである。）

A A

B

C

8
．

◎

窓漂。m

C

④　水圧ジャッキ　　◎爆　薬
⑥　鋼　棒　　　　　　⑪　フローティングプラットホーム

図一2．8　自由減衰振動実験の装置
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3。　製　作

　（1）　施工会社　　Skanska（ementgjuteriet／Krupp　J．V．報告書はKruppのエンジニア）

　（2）主　塔　RC製で，ケーブルアンカー部は，鋼製ブロック

　（3）　鋼　　桁　　鋼床版の1箱桁で，桁高3m，全幅15．75m，長さ20m，重量120～140t，

　　　　　　　　　ブロック数19台　材料OX524t＝12～20㎜

　（4）塗　装　海岸に近いため特に重視されている。

　　　　主桁外面（工場）厚膜ジンク　70μ

　　　　　　　　　　〃　エポキシ　　90μ

　　　　　　　　　　”　アクリル系　60μ×2層

　　　　　　　　　　　　合　計　　　280μ

　　　　主桁内面（工場）厚膜ジンク　70μ

　　　　　　　　　　”　アクリル系　70μ

　　　　　　　　　　　　合　計　　140μ

　　　　ケーブル（工場）素線　　　　メッキ300g／㎡

　　　　　　　　　　”　ポリウレタン200μ

　　　　　　　　　　　　　　　”　　　175μ

　　　　　　　　（現場）　　　〃　　　75μ

　　　　　　　　　　　　合　計　　　450μ

　　　鋼　重

　　　　鋼上部工　　　　　　　2230t

　　　　ケーブル及ソケット　　364t

　　　　ケーブル定着構造　　　152t
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4．　架　設

4．1　工　程

　　　　工程を短縮する事が最大の課題であった。

　　　　　　　　　　　　表一2．1　実施工程表

5 6 7 8
1980
　9 1 1 1 1 2 3 4 5 6

9981

7 8 91 1 1 1 2 3 4 5
1982

　6 7 8 910

材料発注

入荷

工場製作

架　　設

付属作業

現場塗装

4．2

　（1）

（2）

（3）

（4）

　　　　　　　　　　　1981．119
　　　　　　　　　　　2車線＋歩開通

架設の初期の頃に，工程の遅れを生じたので，土，日作業により，

遅れを取りもどした。

主塔の架設

R．C．構造で，スライディングフォームと，タワークレーンの組合わせで，桁施工前に

完成

ラーメン構造で，4．5×4m等断面で，段階とエレベーターが設置されている。

ケーブル定着部は開口部になっており，ケーブルの固定治具が，セットされる。

上段の梁はプレストレスされている。
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4．3　鋼桁の架設工法

　（1）　主塔と側径間R．C．桁の施工が先行

　（2）鋼桁は，長さ20m，重量119tで，台船に2ブロックずつ載せて搬入し，

　　は，陸上に一たん引き上げてから架設した。

　（3）　あとの14ブロックは，台船より直接，桁上のトラペラグリーンにて，

　（4）　閉合は，Almon側を15cmセットバックし，ブロックを閉合した。

　（5）架設は，ケーブル定着部で1．5週，一般部で1週間サイクルとなる。

初めの5ブロック

直吊り架設

図一2．9　桁の架設

4．4

　（1）

　（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

　ケーブルの架設

　ロックドコイルのパテント工法による構造用ヶ一ブルでφ77，φ108である。

　最長の160mのケーブルでは，調整可能量が，±255mmmで，ケーブルソケット

のシムで±150m旧，ケーブルの調整ナット（外ナット）で±105m旧調整できる。

　ケーブルのクリープ及びコンクリートの収縮など，十分考慮されている。

　塔への定着は，開口部にセットされた固定治具（金具）に，定着する。　（図一2。8）

　R．C．桁へは，箱ヌキされたスペーにケーブルを通したあとコンクリートを充てんし，支

圧板を介して，張力を調整する。　（図一2．9）

　鋼桁への定着は，横桁張出部に支圧板を介して，固定する。調整は桁側で行う。

　ケーブル引込口近くに対プレンゴムのブロックを設け，防水と折れ角を緩和させる役目

をさせる。

脚緊§ミ’

　　　　総華…漕

　Seibp，　’5量0胞m蝋er

図一2。11　コンクリート主桁の

　　　　　ケーブル定着部

図一一2．8．10　主塔のケーブル定着部
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（8）主塔のコンクリートのヤング係数の変化の影響は鋼桁とケーブルにわずかに表れる。

　　コンクリートのヤング係数がEC＝“／面から3500KN／c㎡まで変化すると、主桁の曲げ

　モーメントを一2％，ケーブル張力を一3～＋4％程度変化させる。

（9）　架設ステップは、図一2．12

a

b

C 『 ，

、
殴
楽
殴

d

＼氷
　　v乗．
　　　＼・．

e

図一2．12　架設ステップ

4．5足場（写真で見ると）

　（1）接合部と，ケーブル定着部とに，部分足場がある程度

　（2）　工場で上塗塗装まで施工されており，下面には全面足場はない。
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4．6　形状管理

　（1）　設計シム量により，引出し架設を行い，特に調整したという記述はない。

　（2）　載荷試験を，トラックを用いて行い，実荷重の60％で，計算値との誤差は，主桁曲げモ

　　ーメントで約7％，ケーブル張力で約10％実測値が下まわった。

図一2．13　ケーブルソケット

4．5　下部工

　　　基礎着手　　　1980．8月

　　　支持梁まで　　1980．10月

　　　塔完了　　　　1980．12月

5．　その他

5．1　関係者

　　　施工業者　　R．C．主塔と陸上部橋梁

　　　　　　　　　　SkanskaCementgjuteriet

　　　　　　　　　鋼桁製作，輸送，架設

　　　　　　　　　　KrUPP．

　　　動的解析の研究助言

　　　　　　　　　0τ．Thiele事務所

　　　検査技術者

　　　　　　　　　Homburg事務所

6．参考文献

　　　1）R．Kahman，DieneveTjombrucke：Baulngenleur57，1982，

　　　2）若下他（訳），複合斜張橋の設計，施工，橋梁と基礎，1985，3．

　　　3）海洋架橋調査会，長大橋の健全度評価と補修・補強技術に関する研究調査報告書，

　　　　　昭和63年3月
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1．2

　（1）

　（2）

2．

　　構造特徴

　　主桁は1桁鋼床版，下ラテラルなし。

　　アプローチスパンも含め1052mの連続桁。

　　伸縮長を短くするため冊7橋脚を常時のFlxに、地震力に対しては，北アバットにダン

　　バー沓を設け地震時のみ北アバットをFlx。

（3）　中央スパンは，2面多段ケーブル。

（4）　ケーブルはスパイラルブリッジストランド（メッキ）

（5）　塔は鋼製箱断面　1．6mX2．2m

⑥　現場添接は，経済性，施工管理を考慮し，鋼床版車道部のみ現場溶接。他はすべてH．T．B．

（7）　b／h＝21．92／3．5ニ6．3　　　（主桁間隔）／（腹板高）

　設　計

1）　ドイツ規格，I　DWR

　　当初IDWRでの設計が行われていなかったが，設計中にI　DWRでの設計を行う。I
DWRではきびしい疲労設計が課せられており，同規模の橋に比ぺ下フランジ厚がはるか　●

　に大きくなっている。　（文献の筆者はドイッでも道路橋には疲労設計が導入されておらず，

　KESSOCKで疲労設計を行ったことに不満を持っている様子。）

2〉　設計条件

（1）　幅員　　7．3mの車道×2＋歩道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rees8rl6ge　oサerヒno　Rhlne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コむおロハ　　リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・旨一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F＝＝『＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CalCu［a【e《＝onτne　bas5Si
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25500m　　　　　　　　　ol　Wes！Germa碗DiN　no而s

イ

5
　
　
　
　
　一
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N

　　　　　　　　　　　　　　『

10400m　　　　　　乙 255・00m
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800m

『
1
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図一3．3　板厚比較表（同規模のR　e　e　s橋との比較）
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（2）　中央径間　　（183mの航路幅＋余裕）＝220m→最終的に240mになる。

　　　　　　　29mの航路高さ。

（3）　最大縦断勾配4％

（4）　北側の平面曲率　r〈653m

（5）　潮流3m／sec以上，風速60m／sec

（6）　地震荷重　過去に架設地点で発生した最大地震力

　　静的解析　　0．1g（修正震度法）

　　動的解析　　（応答スペクトル法）

（7）　荷重　　H＾H6＋（疲労設計）

尋＼ノ
6
7

￥こ＼　　　1ノ 8 1 1

＼
ミ
、“ 鰹あ
禽。春

　Y

　9

ヤ
／
　 IM

3

昌
脇

5

　　　　　1
10

冒
1
瞳
1
曜
賢

9

　1

→
1§

1「

　1．ねじりモーメントの発生しない理想的なケーブルライン

　2．ねじりモーメントの発生するケーブルライン

　3．ケーブルの鉛直分力を伝達するブラケット

　4．ケーブルの水平分力を伝達するデッキブレート

　5．ねじりモーメントに抵抗する箱断面

　6，ケーブルソケット端のねじ切り

　7．エッジプレート

8．支持ナット

　9．引込装置

10．ケーブル碇着部と主桁との連結

図一3・4　碇着部概要図
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3）　耐風対策

　　グラスゴー大学で風洞実験が行われ，その結果渦励振の傾向が見られたが対策を施す程

　ではなかった。

　　しかし，架設後低風速域で振れた（最大振幅250mm）。

　　グラスゴー大学は，主桁下フランジに制震翼を提案，同時にHombergはダンパーを提案

　し，翼は，疲労問題等があると判断しダンパーが取付けられた。

　中央径間に8つの粘性質量ダンパー（2t／個）が取付けられた。

／一

　　　　　　図一3．5　粘性質量ダンパー配置図

　筆者の制振に対する意見は，橋の構造的に耐風安定性を高めるよりも，ダンパー等を取

付けた方が，経済的で良いと判断している。
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3．　製

3．1

　1）

　2）

　3）

　4）

3．2

4．　架

4．1

　（1）

　（2）

　（3）

4．2

　1）

2）

（1）

（2）

（31

④

（5）

　作

製作上の特徴

キャンバーは添接部でナックルさせてつけている。

孔明は片側先行で他端は伸ばし分を切断後孔明。

最初の格間のみ仮組立て，他は仮組立しない。

平均的なブロック長　桁は16m，塔は3×13m≒40m

輸送

陸上輸送

　設

下部工

ほとんどの橋脚は仮締切工法の直接基礎。

一部の杭基礎はハンマーによる施工。

工期　　1978年4月～1979年7月　　16ケ月

上部工

塔

下2段はトラベラークレーン（最大能力26t吊）で架設。

最上段は移動式クレーンで架設。

桁

トラベラークレーンによる張出し架設。

ケーブルのない側径間は仮ケーブルにより支持，定着ブラケットは転用。

中央径間の塔付近も仮ケーブルを使用

単柱タイプの脚は横梁で連結しPC鋼棒で固定。

閉合は，北アバットのダンパー沓でセットバックし，上段2本のケーブルで上げ越す。
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争

11

，
’

仮タワー

㌧

桝
仮ケーブル

o

『　　『

1 f

仮ケーブル

図一3．8　64mスパンの架設ステップ図

　（中央径間も基本的に同様ただし、仮タワーの替わりに永久タワー）

一35一



1

2

●
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
1 6

1’

・最初の2バネルはフリーキャンチレバーで架

設

　16mの主桁は、クレーン解放前に高カボル

トにて全数締付ける

ブロック先端に仮横梁設置。

・下フランジのレールを利用した作業車前進

・7ブロックの鋼床版架設

4

5

　トラスフレームを横断方向に設置し、鋼床版

パネルを正しい位置で保持

　鋼床版を溶接し、横桁を高カボルトで締付ける。

6

　トラスフレーム撤去前に鋼床版と主桁のたて

シームを高カボルトで締付ける。

　架設したパネルに斜吊索を取付け張力導入

デリック前進

仮耐風索の取付け、沓設置

図一3．9架設サイクル
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3）　ケーブル

　・展開は油圧クレーンで行い，ウインチで引込む。

　　2次引込み及び張力導入は450tセンターホールジャッキで桁側で行う。

　　ケーブルはメッキより線ケーブル使用（101φ）。

4）　安全設備等

（1）　橋上手摺なし。

（2）　添接足場，桁側引込足場とも非常にシンプル。

（3）　落下防護ネット等の設備も無い。

（4）　架設中重大災害は起こらず安全記録はAクラスだった。

5）　形状管理

①　現場連結を溶接でなくH．T．Bを多用したため，良い精度が得られた

6）　塗装

（1）　製品ブラスト＋下塗3層　　（工場）

（2）　上塗2層　　　　　　　　　（現場）

7）　現場溶接

　　・橋軸方向はサブマージアーク溶接。

　　・橋軸直角方向は，セラミック裏当材を用いたM互G。

8）　工程

1977 78 79 80 81 82 83 84

設計

4月 7月 10月頃閉合？

下部工

　1 ↑

上部工 粘性ダンパー

　　1

付

ストライキのため進捗せず

5．　その他

　1）　入　札

　（1）　1975年モノボックス1本タワー案で入札に出されたが，予算をはるかに越えたため，入

　　札成立せず

　（2）実施案は入札価格1725万ポンド（1ポンド1000円換算で172億円）
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藁’ l　i4

図一3．13中央径間架設

＿、艇隅盈盤＿．＾鱒、．鬼、＿＿灘国纏紬

図一3．14閉合
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§4．

　1．

　1．1

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

　（5）

ルーリング橋（Luling

橋梁概要

Brldge）

橋梁諸元

発注者：米国ルイジアナ州道路局（LDOTD）
架橋地点：Lullng－Destrehan，St．Charles　Parish，Louislana，U．S．A．

橋長・支間割；837m＝79．25＋155＋372．5＋151＋79．25

幅員：24．08m＝11．659×2＋0．762（4車線自動車専用）

形　　　式；上部工，5径間連続鋼斜張橋

　　　　　　　下部工，杭基礎およびケーソン基礎

雪7吊

，　飾 聖　卿1 7　　旧
r引晒 笥，偏

1 i

碗　ハ
．

’
1訊

u 颪

，1，

1 卿1擢．

一1

1
1
’

7ア7，罰 置

曳4爾
テ串？ス帰

ルイジ7ツ’，『

ミシシ・7ビJII

N

ミシシワビ朔

ル陶リング槽鴨麺1図

図一4．1　一般図
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　　図一4．2　架橋地点

L2
　（1）

　（2）

（3）

　構造上の特徴

　5径間連続斜張橋（中央径間372．5mは米国最大）

　耐候性鋼材（ASTM　A－588）使用の無塗装橋梁（アンカーサドル，

除く）

　ケーブル定着部のクロスガーダーが主桁ウエブを貫通している

クロスガーダー内部等
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2．　設計思想（概要）

　（1）　設計活荷重　　　AASHTO

　（2）　活荷重載荷方法：

HS－20の1ane　loadlng

7＼ ク

14」，L7

　　’3L∫協

　　　　4一；」耽9
　　　　　　　6」鱒
　　　　　　　　7Lド星”
　　　　　　　　　已L｝囎コ
　　　　　　　　　　9せLレ3‘

（注》↓翼蟹　　㌃冠》
　　　　　　　　　　　　　　　　踊一↓算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　15一

　　　　　　　図一4．3　活荷重載荷方法

　（3）　風　荷　重

　④　解　　　析

3．　製作

3．1　概要

　①　使用鋼材

主桁，440Kgノ㎡　　塔・ケーブル

MIT　ICES　STRU肌使用

表一4．1

1＾5“Ty脚F’

730k　g／m’

9

　　　　pr口　罰π

　＿　　　　　塀

　？　　』ド　ル

　ク冒スπ’「7

　三　　‘少　亀
零

　　　冒
　7呂アリング
　その厄骨客拘

309．0

　使用鋼材重量表
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490．4
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舎　　汁 309。O　　　匙れ細」乙　　6＆0　　　392．」　　　490．る　　田“2，5

（2）特徴

　　本橋にはFCM（脆性破壊危険部材）が含まれており，

　ち，製作工場がAISC　Category－3　‘‘Majar　Steel

　かの審査が客先（LDOTD）により行われた。

サドルとクロスガーダー製作に先立

Bridge”の基準に合致しているか否
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3．2

　（1）

　（2）

3．3

　（1）

　（2）

主塔の製作

ブロック割

ブロック数20，最大ブロック重量153t

　　　　　　　　　”　　　長　　17．1m

仮組時留意点

ケーブル定着点までの高さ管理，±6mm以下

主桁の製作

ブロック割

ブロック数33，最大ブロック重量166t

　　　　　　　　　”　　長　40．5m

仮組時留意点

全長（836．7m）の長さ精度管理　L／10，000以下

　　　　　轟
　　　　　胃，1　苧
　　　“　　　　　　▼　Tg　　　」＿T1艦’，一工＿9か　，B

　　　・幽．調1嘱
　　　L　閥1罵…
　　　　　　　　　　　　　雪信
　　　　　　　　　翌i篇…12

　　　　　　　1藁i達レ
　　　　　鈷　1畦　i
　　争　」邑」嬰＝
　　‘一　　1誉l　l鷲
　　　　　　　　　　，；　　T！

　　巻」極

　　　断薗AA　　　翫薗86　　顕置CC

図一4。4　主塔基本寸法および断面

　　　　　　　　　　（単位：m）

4．　架

4．1

　（1）

　（2）

ぞ
ト

　　　　　竺攣攣輩庫弊一。

　　　　　　ユご欄1糊≧．9：・1

　　　　　　　　＼　’ξ1罐孫．一

　　　　廊・馨竃肇霧　／　，
　　　　　　　　りじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コプ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝7詩’7二、’　　　　　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　じ

　　　　薗・そ…灘マ…準纂M…げ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A・A翫コ

　　　　　　図一4．5　クロスガーダー一般図

　設

下部工施工（河川内の基礎）　Massman－Johnson　共同企業体施工

ケーソン寸法

平面寸法61．3m　x25．6m，高さ57m

ケーソン施工法

　　　　　　　　　　　　　　　一42一
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1）

2）

4．2

　（1）

河床浅い所：鋼矢板（22．5m長さ）により締め切りを行い，内部を砂で築島した後に刃

　（P2，P4）　口をセットする工法

河床深い所：フローティングケーソン工法

（P3）（水深27m）

塔の架設工法

600t吊全旋回式起重機船（4600　団anitwoc　Ringer　Crane）を使用した

　　～⑳’

，　　　5、も

Eし2170

、

T23336・

EL403．0 ’

’
86’

Jib　一
’ ノ

EL326．75’，
樋

T8209Ki．Ps

300’
一
Boow

120
’J亘b

T5’
　　　　　　騨○　　・

246Kゴps
4
〆

340 Boow

「■ ’9

u Ψ
ノ

4600Ring
〃 ！o！

120’ 110’ 130’
一　一　　雫　　　■o

丁隆～T4架設時 T5．T6架設時 T7～Tm架設時

図一4．6　塔の架設

（2）

1）

2）

3）

4）

（3）

1）

2）

（4）

4．1

　（1）

　架設中，制振ロープは使用していない。

　アンカーボルト軸力導入手順

　直径41n（101．6mm），58本のアンカーボルトに68t／本の導入軸力を次の4段階に分けて

実施した。

　塔基部（Tl）据付後　　58本中25％のボルトに68t／本の軸力導入

　第2段（T2）　〃　　　　〃　50％　　”　　　　　　”

　第3段（T3）　〃　　　　”　75％　　”　　　　　　”

　中間支材（TII）〃　　　　”　100％　”　　　　　　”

　現場継手（高カボルト）施工法

　ナット回転角法でエアーインパクトレンチ使用

　仮ボルトを使用せずいきなり本ボルトを使用している

　架設精度

　鉛直度の許容値　31n（76．2mm），塔高（106．7m）に対して1／1400

　主桁の架設

　陸上部主桁の架設（右岸側）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一43一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



1）　ガイロープを張った200tクロラークレーンを使用したベント工法で行った。

　　アンカーは置きアンカー式で，クローラーデリックの移動と共にアンカーを盛り替えた。

2）　最大ブロック重量　170t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　①・・②③一染設順序

　　　　　　　　，●　　1

　　　　l　I　　F－1
　　　　t　Pls　　PI　　　　　m
　　　　、．　　Falsew・nkBont　　　　　　P2
　　　　　、㍉・＼

　　　　　　、　　　　　　　　Tewporaryflx

　　　　　　　　　　　　　　図一4．7　陸上部主桁の架設

（2）　河川部主桁の架設

1）　600t吊　Rlnger　Type　Craneを台船に蟻装し，全旋回型起重機船とし，仮ケーブル設

　備を用いた張出し架設を行った。

2〉　クレーンの早期解放を図る目的で，　“Ouick　Connect”なる架設用ヒンジを使用した。

　“♀uick　Connect”は仮ケーブルのアンカーも兼ねる構造となっている。

遇ヨ1
《1

一

　　　　＿92ρ ・93％

｝
一

l　I　　l　　　　l
　　　　　　　（

’　　1

，I　　I1，1！，

＋Φ‘』一
、
、 1

ぬ』．　　　1
了浩螺．　薗’

　　　1

　－
　　　　　　　、　■

　　　　　0　　　　　　　－◎力　塾嬬仮ケーブルアンカーピン 架設桁

コ
　。1軸

図一4．8　クイック　コネクト
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3）　最大ブロック重量　　288t

4）　閉　合

　　P3主塔で200tジャッキ2台により，

　整は仮ケーブルTI5，丁田およびP曾，

左髭

7躍　（約178mm）セットバックし，主桁の仕口調

Pロケーブルの張力調整によって行った。

宕燦

L　、

　　霞
①スバン1閉合

　僅ケーブル”　　慢ヴーブル『10

需…輔
，，巳1『

P15 。P，ベン輔Lさン←一
　　糧防甲心］

　　　②窄督彊出し
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図一4．11　架設工程図

4．4　ケーブルの架設

（1）　ケーブルの仕様

　1）　本橋に仕様されているHiAmアンカーヶ一ブルの仕様は次の通り

　　・規　 格＝ASTM－421TYPE　BA

　　・直　 径：φ0．25”（φ6．35mm）
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　　引張強度：240，000，psi　（168．7kg／m㎡）

2）　被覆管は耐候性強度ポリエチレン管（PE管）を使用した。

　　規格はASTM－A53　Sch40による。

3）　ケーブルの配置と主要諸元

　　　　　　　　　　　　　表一4．2　ケーブルの配置と主要諸元

ケーブルの配置と三翼諸元

　　　　　■欄

㎝，7
ノ ＼2へ物＼，　遭7 脚 、

悼

電引

5日～．0“IO’Ψ㎝‘
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剃鋤訴」柵 7ラウき」梼

　‘㎜占，

：郷田

q％｝No． ’信竃 零寂 〔煽，
？一プル畳塗
　lk曙’m慶

ハ　ま

璽mrm

亀4　　き

｛mm，

Pε誓内コ曜

　‘mm‘，
Imm‘》

91 る ：7： t『6，63 門．50 ：◎o．02 5。棚 15∋96 36Io ηa6 る6．3
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．

：“ 12‘．56 三6．75 L60．oz 3．5‘ し弱96 57u 9285 58．o

P3 ，
．

：u 54．L5 56．『6 160．02 5．54 159％ 弼u ，235 菊．o

P‘ δ lo3 3‘．50 ：7．＝9 109．弱 6．30 ，‘76 ；：92 “84 三6．o

P… る 三！1 1：3．＝5 箔．75 ＝50．02 3．64 ：5996 iアu 多2s5 …5．o

P5 ，
o
307 L73．05 翼．∋竃 恩0．98 篭0．O『 30005 97‘9 lo256 51．1

～7 ，
．
307 し7δ．oo 就．，L 星so．98 iO．67 ：0005 ∋7る9 LO256 51．3

95 4 3舗 125．32 56．『5 ＝50．02 5．56 1弱96 」『1眩 望s5 5ε．o

P9 る 三〇3 54．53 コ．79 LO9．遡 6．～o 隔『6 3z92 “84 56．o

P　Io 2 縄1 54．博 56．76 L60。02 6．64 1…弱6 67“ ，255 …8．o
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～豊2 る 27L 竃72．97 7竃．50 50．02 3．．4 i5996 56乙o r3s6 る6．2

（2）ケーブルの架設

1）　全てのケーブルは同一サイズのリールに巻いて搬入された。

2）　ケーブルの展開は橋上で行われた（アンリーラー，展開用ローラー，移動式クレーン使

　用）

3）　ケーブルの引込みと張力導入は主桁側で行った（主塔側への取付けは塔頂クレーン，主

　桁側は橋上クレーン使用）。

4）　張出し工法で架設する為仮ヶ一ブル9本／ケーブル1面使用した。

　仮ケーブルの仕様は次の通り。

　種　　　別IPC鋼より線　7本より

　材　　　質；ASTM　A416Grade270
　ストランド径；0．61η，（15．24冊m）

　直　線　径10．1987in　（5．047mm）

　引張強度；26．58t

　最大使用強度113．47t（引張強度の1／2）
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図一4．14　仮りケーブル配置図

5）

①

ケーブル1グラウト工事

グラウト材は混和材としてコンペックス208を用いたセメントミルクを使用

グラウト材配合比は下表の通り

　　　　　　　　　　　　　　表・一4．3　グラウト材配合比
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②注入は3回に分けて実施した。

　　一次グラウトは下部からデッキ面上鉛直に約8mまで・

　　二次グラウトは約45mまで，三次グラウトは上部までである。

、＿．麹

い3維入1

一≒！；尺三入〔
，三人尾，取t鶉Oxt…ccx【…こ①

＿」

図一4。15　ヶ一ブルグラウト工事の全体配置

　　三次グラウト注入後の上部室隙にはエポキシを充填した。

4．5　足場

’｝・畳爆｝摯藩・毛
・t」身

　　　　　　．一

罐
鐸 鋸叢薯診

図一4．16移動足場
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4．6

　（1）

　1）

2）

（2）

1）

2）

3）

4）

5）

　形状管理

　ケーブル架設時

　センターホールジャッキの荷重計を監視しながら，上下流側各一本ずつ同時に引込み設

計シム量を挿入した。

　設計シム量　　最上段ケーブル6in，その他41n

　最終形状調整

　舗装完了後，ケーブルグラウト前に実施

　全ケーブル張力と主桁キャンバー計測

　ケーブル張力測定は加速度計とオシログラフを用いた強制振動法により夜間行った。

　1回目の計測の結果，シム調整実施（1／41n～11／4inのシム板使用）。72本のケーブ

ル中29本実施（計画張力に対し一10～＋12．5％）。

　2回目の計測ですぺて規定値満足した。規定値は次の通り

　ケーブル張力　1計画張力に対して±5％以内
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　　　　　　　　　、
　　　主桁キャンバー；中央で12in（305mm）以内

4．7　耐風対策

　（1）　中央径間　フェアリング取付け

　（2）風洞実験

　1）　設計時；米国内で風洞実験実施，これにより，中央径間フェアリング取付けを決定して

　　　　　　　いる。

　2）　架設時；1H1で次の風洞実験を実施した。

　①二次元模型1完成次および架設時の種々の断面が示す空力特性の検証

　②三次元模型；架設時構造系の振動性状とその定量的検証および耐風安定対策の効果につ

　　いて実施した

4．8　工　期

　　　　　　　　　　　　　　表一4．4　実施工程表

；頁 目

凶
四

袈

俘

洋　罎　設　評

製　伽．

1経上

皇　　塔

三　　断

定瀞冊
輪　送

栄
国
墾
1箕

果

設

ヶ　　　　プ　ル

罠 ヌ

悼　綿　継　手
餌 眉

劃 盆

蕊　塔

ミ　掃

左岸測
看岸側
スバン1

スパン2

スパン3

スノ｛ン4

スパン5

ケ　　　　プ　ル

蔵　　　　　醐
7品アリン方レ＿ト

q卿　　　　　　　　　　　78
る　　　　　　　　　　　　ヌ

，スフアルト舗琶

ゲーブル彊力劃定

グ　　ラ　　ワ　　ト

1978

”2 3 4 56 7 8 91II　L2 3 4

1979

567591鴨豊累2

1980

3 4 56 76

198a ：982

9監”露！2 3 4 56 7 89置”I　l 234 56
ユ963

7899”膣監 23 4 56i7 a

1983．10月6日　竣工

5．　その他

5．1　総工費

　　　上部工

　　　下部工

5．2　施工担当

　（1）　設計

42百万U　S＄

43百万　”

（上部工）

Frankland＆Llenhardと Modjeskl＆Master2社JV
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②　施工
Loulslana州道路局

Will　iams　　Brothers

施工主

一括請負

1H1（主塔．主桁．ケーブル製作．輸送） 醜elboume　Brothers（架設）

神鋼網線（ケづル線材） Prescon（ケーブル） H．N．T．B　（架設計画，コン鵬タント）

　　＊　　コンサルタント役割分担

　　　　Frankland　＆　Lienhard　；上部工の設計

　　　　Modleski＆　Moesters　；下部工の設計，施工管理

　　＊＊製作時・施工主L・uisianaの州道路局より3人常駐して・製品の検査にあたつた0●

5．3　舗装

　　　Epoxi　樹脂アスファルト　　厚さ　　21／4　（57mm）
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2．

3．

4．

設計思想

設計基準　　　I　DWR，ドイツ規格

●縛ll臨卜猟

　I　DWRの動的効果への割増しを狭幅員に適用するのは不適当なので，鋼床版への風作用

　については動的解析を実施する。

　設計条件

　　車道幅員　　　7．2m　　　　　　荷重　　HS20－44

　　設計速度　　　60km／h

　　温度差　　　　25℃（ケーブルとそれ以外）　240（主桁．タワー断面）

　　温度変化　　　一20℃～47℃

・継手一主桁・主塔共に現場溶接

　製　作

　蔚山の工場で製作．同工場は造船などの経験はあるが箱桁はなし

・ブラスト　　　Swedish基準　Sa3

　溶接一鋼床版のトローフなどで手溶接を多用．放射線，超音波検査

塗装囎二i粥丁難と激、ゴム
　ブロック割り

　　　　　　主桁　　　31ユニット（長さ17m，重さ70ton）

　　　　　　主塔　　　6　　〃　　（45～76ton）

　輸送一台船
　架　設

4。1　施工要領

　（1）　準備一一・現場事務所，仮設突提

　（2）　下部工一爆発工法による堀削，コンクリート打設

　　　　　　　　　支承，アンカーフレーム，アンカーリングなどの設置

　（3）　側径間・主塔の架設

　　　地上に設置したクレーンで架設，桁は片側7基の仮支柱で支える。

　　　珍島側を先行し，クレーンを移設して本土側架設

　（4）　中央径間の架設

　　　主桁ブロックを直吊り架設しながらケーブルを張る。

　（5）閉　合

　　　島側橋脚上の軸方向仮固定タイビームを解放し，ジャッキングして閉合，かつ所定の

　　　モ　ーメントを導入する。

　（6）　塗装・橋面工

4．2　塔の架設工法

　（1）　側径間桁（Box1・一7）と併行して架設

一55一



　（2）　陸上に設置したクレーンにて架設（架設会社の所有）

　　　　Manitowoc4100W（t・m）シリーズ1

　　　　ブーム79m　（本土塔の時　104mまで伸ばす）

　　　　直径11面の環状設備．

　（3）塔基部は40mm幽calloy㎜ポルトに岡acally　岡K12

　　ジャッキで本当り91tの張力導入

　（4）継手を仮締めしてクレーンの回転効率を上げる

　（5）継手の突合せ溶接は手溶接で，裏はつりはarc－alr型を用いる

　（6）　継手はいずれかの段階で引張力を受けるので全部放射線検査を実施

4．3　桁の架設工法

　（1）　側径間（1－7ブロック）は塔と同時に同じクレーンで架設

　（2）　側径間のブロックは合計7基の仮支柱で支えられる。仮支柱は桁の温度変化による断

　　面力を少なくするため上下にロッカー支承を用いる
③中央径閻（8－16ブロック）は直吊り工法．吊り上げ桁（Fig．9）　軌道走行●

　　の2組のブレースに支えられた箱桁で，海側に十字型の滑車の支えがあり，陸側にウィ

　　ンチがある。吊り上げられるブロックにはブロックと3点でボルト止めされた梁が，吊

　　り上げてんびんと大きな径のビンで連結される・

　（4）　吊り上げ中の台船の係留は陸上からケーブルにて実施

　⑤　鋼床版トローフで規定以上に曲がっているものが約2％あったので補強用の補剛材を

　　追加する。

　（6）閉合一閉合前には300mmの遊間が残っていた。4対のジャッキ梁が鋼床版に設置

　　された。珍島側の仮の軸方向固定を解除する。それから下側のジャッキビームによって

　　島側桁を移動させる。そして上側の梁をジャッキングして必要なモーメントを導入する。

4．4ケーブルの架設

（1）本ケーブルに一定以上の張力が作用しないように仮ケーブルを用いる。

（2）　架設手順（次頁図参照）

　1。仮ケーブルの取付けと張力導入

　2．　Boxの吊り上げ，継手溶接

　3．，本ケーブルの設置と張力導入，ただし海側ケーブルは部分張力

　4．仮ケーブルのゆるめ海側ケーブルの全張力導入

　5．　架設桁の前進（次に1に続く）
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図一5．5　中央径間桁の架設手順

（3）

（4）

（5）

　（6）

　（7）

4．5

　（1）

　②

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

　ケーブルはアンリール中に清掃され，silvercoatされる。

　ケーブルの塔側ソケットは，塔頂のフレームと鋼床版上のウインチによって引き上げる

。ソケットと定着面との間には厚い板“trouser”凹を入れる。

　ケーブルの張力は，桁側定着部にボルト止めされた1対1の油圧ジャッキ200tonでお

しながら，ソケットにねじ切りしたバーを用いてもりかえて実施。

　ケーブル保護のために塔頂と鋼床版部に仮サドルを用いた。　（fig。12）

　主径間ケーブルの2，3本について再張力導入が必要だった。

　形状管理

　側径間桁のキャンバーは仮支柱上の支承のシームで調整。

　塔の形状は仮継手にシームをソウ入して仮組み形状に調整。

自重や温度，風による変形は第1．第2ブロックにつけたブレースやジャッキフレーム

で修正する。

　ケーブルの張力管理

　・ケーブルの張力荷重

　　橋のたわみ（無応力状態との差）

　・環碇着部に対するケーブルソケットの相対的位置

　製作ヤードで桁3ブロック連続法による仮組みを実施

　3段階でたわみの調整

　・桁架設後

　・側径間ケーブルの1対に張力導入後

　　中央径間ケーブルの〃

　中央径間の初めの4サイクル架設後，鋼床版のたれ下がりが目立ったので締め直す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿　　　　　　1め一・
　出来形図　 0　　　’　　　　　　一噂一一　　、■
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4．6

　（1）

（2）

　耐風対策

　塔の自立時揺れ止めのために，’減衰装置を設ける。これは斜面上のコンクリートブロ

ックを塔につないだもので，下から2番目の脚ブロックが架設されてから，最下段のケ

ーブルに張力が導入されるまで連結しておく。

　桁の中果径間側の張り出し度合いに応じ，耐風スポイラーを設置，側径間には仮の減

衰装置を設置した。

5．工　期

81年 82年 83年 84年
3　　　9 3　　　　　12 3　　　　　12 ド・／，8

盟
式

下部 下部

　　8
　　4

桁架設

　　　11

桁製作（現代重工）

桁架設　　中央径間の吊り上げ 13．5日／ブロック

6．鋼　重

7．

会　社

施工一現代建設
鋼　　製　　作一現代重工業

ケ　ー　ブ　ルー東京製綱，MFG

支承・伸縮継手一MAN－GHH，Somnger　Hutte　GMBH

技術指導一RedpathOormanLonglnternationalof
施　　　　　主一建設省　Iri地方建設事務所

Eingineer－Rendel　Palmer　＆　TrlttanとCrough　＆

　　　　　　　　　　韓国技術コンサル

Bedford　（英国）

Ho麗　連合

8．　概算工費 1500万U　S＄

9．参考文献 土木技術　VO1．37－11（NCE　lnternahonal，March1982からの引用）

A。REE，KIM，S。J．
”JindoandDolsanbrldge：Constrnction”

Proc．lnstnClv。Engns　l985，78，Dec．

R．TAPPIN，P．CLARK
　JlndoandDolsanbridge：deslgn”

Proc。lnstnClv．Engns1985，78，Dec．
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§6．突山橋（Dolsan）
　1．橋梁概要

85m 280m 85m
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1　■ Dolsan
lYeoSul

　　　120m
NaVlga“◎n　channel

　　　図一6．1　概　要　図

］’　ISland

・主塔，主桁，位置については珍島橋参照

・3径間連続，ファン形，2面吊り

鋼箱桁（逆台形・鋼床販）

・ロックドコイノレ

，逆V宇型主塔

2．　設計思想

　　珍島橋と同じ

3．　製　作　　珍島橋と異なるのは

　・Changwon　の新設工場で製作

　・溶接は機械を多用一潜弧アーチ自動溶接，

　・溶接ひずみ大きく修正

　・端面のとり合い誤差は2倍であった

　・ブロック割り

　　主桁　　1～31　プロック

　　主塔　　　7　　ブロック

　　輸送一台船

低水素電極

4．　架

　4．1

　　（1）

設

概　要

下部工

本土側橋台一爆発堀削

島側橋台一橋台の堀削，杭（φ3，5m×5本）施工

橋　脚一ニューマチックケーソン

　　　　　　　鋼製ケーソンは島の造船所で製作・進水・曳航

　　　　　　　本土側　　海底一24．25m，132mm～40mm／daYの沈下
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（2）

（3）

（3）

（5）

⑤

（7》

（8）

①

置

②

③

④

⑤

⑨

4．2

　（1）

（2）

（3）

　　　　　　　　　　　　圧縮空気　　鳴ax2．65㎏／面

　　　　　　　　島　側　　海底一33．38m，256mm～68mm／daY

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　鵬ax3．5kg／c面

　地組一両塔（基部以外）一架設桁で形を決め，地組み

　　　　　　G1～8，G24～31一　（側径間部）各々，3ブロック

　塔基部の架設一300ft　（＝91m）のFC

　　　　　　　　　　閣acalloy　HOボルトの設置，張力導入

　側形間桁の架設一2000彊FC一（2ブーム）による

　　　　　　　　　　　2本の仮支柱（71ton）を利用し橋台側から海の方へ

　塔上部の架設一200辟FC
　　　　　　　　　　基部とは仮締めポルト

　側径間桁，主塔の継手溶接

　架設デリッキの設置一4伊

　中央径間桁の架設

　サイクル（右図》　　　1　　　　　　S駅cono“。n二　　4　　　　　1齪霊1，二罷A岩nson
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oe『『IC』96PO5’巳。on　　　　　　　　冒ore5＝ay

　出発状態

デリッキが所定の位

　　　　　　　　　　　　1234567891011
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しi“bO属　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　箱桁の吊り上げ　　　　　　　　　　　器鵠1継鐸塾戦　　　　　　％　　諮謂18e四ick

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12移動溶接
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Release　Oer質c楓anO
　陸側，海側ケーブル

の設置，張力導入

　デリッキの前方移動

　　　　　　　　　　　　　　　　図一6．2　中央径間桁の架設サイクル

3

’

　　　　Release　O

騨墨

閉合一島側橋脚での仮固定をゆるめた後，セットバック

　　　　G15とG16との継手を完成させる

　　　　G16～G17の200丁油圧ジャッキ4基。上の2基で所定の位置まで押し，下の

　　　　2基で曲げモーメントの導入

形状管理

追加補剛材の設置

工場組立てが不正確で珍島より誤差大

板パネルやトロークの平坦度や直線度が許容誤差以上で追加補剛材を多く設置

キャンバーおよびケーブル張力の管理

原則的には珍島に同じ

荷重の変化一Pemec　Dtralnゲージから求める

出来形（次頁図）　誤差　max　27mmく珍島
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　　　　　　　　　　　　　　　　図一6．3　出来形図

5。耐風対策

　1）　塔の自立時一塔頂と橋台付近の鋼床版をワイヤーでつなぎ減衰装置とした。

6．　工　期

81年 82年 83年 84年

工事用道路 3月 下部工
（1－Box－8日）

桁架設　10月中旬

6 桁製作（14ヶ月）
←一一一→11／陰5
　　　　8　開
　　　　　通

式

7．会　社

　　施　　　　　工

　　鋼　　製　　作

　　ケ　ー　ブ　ル

　　支承・伸縮装置

　　技　術　指　導

　　施　　　　　主

　　Engineer

8．概算工費

9．参考文献

一Daelim工業

一三星重工業

一東京製綱，MFG

－MAN－GHH，Sollinger
一三星重工業，I　H　I（日本）

一建設省　lrl地方建設事務所

一Rendel　Palmer　＆　Tritton

　　韓国技術コンサル

1500万USドル

ENR　82－9

Hutte　GMBH

と　Crough　＆　腿ogg連合
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§7．ファロー橋（FarφBrucke）

　　橋梁概要

　1．1　橋梁諸元

　1》発　注　者：デンマーク交通省

　2）架橋地点：デンマークコペンハーゲン市（図一7．1参照）一

　3）種　　別二4車線の道路橋

　4）　橋長・支間割：530mニ120＋290＋120

　5）有効幅員＝22。2m
　6）　形o　　　式：　桁　　一5径間連続鋼床版箱桁

　　　　　　　　　主　　塔一鉄筋コンクリート，中空断面　A形（菱形）

　　　　　　　　　ケーブルー1面マルチ　ファン形．PWS

　　　　　　　　　基　　礎一鋼管杭形式

ウ∫一デ芝

添1’裟艶

　　　　　ヤ｝1

も一轍・＼ぐ
　．鐸
　　　　　ゆ

｝琶疑
　　．湾
ζ￥　ノ
総臥

図一7．1　架橋地点

Z馳』醒‘

II’：諸

F昌例

一
〇
■

．
　
0 Illl　I　l　　l　Ill
一　　．

　1鱒5価

』一一』

17＝6州

〈〈

ll「「

F■lDI‘r

図一7．2　全体縦断面　（その1）
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6封8伽＝48伽 z8の

1726加

BiId　I．　Faro・BrIlcken

図一7．3　全体縦断面　　（その2）

1．2　工事着工経緯

　　　コペンハーゲンのあるSeeland島と南のFalster島を結ぷルートであり，現場は1937年

　に完成しているが，スカンジナビアとヨーロッパの国々とを結ぷルート4　E4の交通量が

　増大したため，現橋の東側に位置するSeeland－Farφ一Falster間に新しい橋が建設されるこ

　とになった。

1．3　全体縦断面

　　　この橋は2つの橋梁区間に分かれている。1つはSeeland島からFarφに至る北側の橋

　梁で，もう1つはFarφとFalsterを結ぷ南側の橋梁である。北側の橋梁は80m支間20径間

　橋長1596mであり，曲率半径が7000mの曲線橋である。南側の橋梁は中央支間290mの斜張

　橋と支間80mの一連のアプローチ橋梁からなり，橋長1726mの直線橋である。

　（図一7．2，図一7．3参照）

L4　主　桁

　（1）断面　　　　　　　　　
Z！200

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一』一｝申－’”璽”一’蕊爾i召，二一篇》『百－一

尾．．鵬7瀞㎞r謡1嘉．

憤繊立1重亜ア聾
．F4ゆ一川5オ礫向

図一7．4　主桁断面
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（2） 構成

・横リブは4m間隔で配

置

縦補剛にはトラフリブ

　（図一7．5，図一7．6参照）

　　　　　　　　　　　　　　コンクリート
　　　　　　　　　　　　　　Be｝on岐Ie鶉∈Ω童
　　　　　　　　　　　　　　1Abveiser◆No塗Sを∈glアスファルト

　　　　　　奪’、惹象開

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　甑　　　　匹　　5　　・』、
　　　　　　　　　撫　　　　　　昌　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　o曳％　　．　　閏

　　　　　　図一7．5桁構成

　　　　　　睾農、1畿響個々の鉄板

　　・　　’．，　・・、

　　　　ム
　　　　r

o

」　￥
．　　　　’．　．，、
　　　曙　　　　　3？　　　　　6－一

　　　　　● 　　　　3．ρ
一一一　　■一■　　　一　一一一　一　　・・　．　　上部

鵬F己C弱“nG5。▲
r

9”

o

emmC喫’～くnoヒヒ

　　　　　　　　図一7．6　桁板と横リブの溶接構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

（3）　中央支間での桁高／支間比は1／83　（≒3．5／290）

L5　主　塔

　　塔は鉄筋コンクリート　中空断面で，高さは海面上95mに達する占又，海面下約25mの

所で鋼杭によって支持されている。

　　（図一7．7　参照）

　　塔の拡大断面図を図一7．8に示す。
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昂一～勃

［哩1
1 一；鶏．葺．

’ず讐－

”

罷　　　’

図一7．7　塔の正面図

・’ず『一99パ‘一．、ド．一’一■

　　　　　　　　■・

　9．．　昏．・
．二…　7　　　∂
　・o・　，

　　　■　9
三賦イじ
・・ρ　　．乙

o　・　亀o　．

●　6甲　亀　．　，

∂　　　9

図二7．8　塔の拡大図

　　　　　（人間の身重は1．8m）

L6　ケーブル

（1）　ケーブル断面’

　　直径7mmの平行線ワイヤーを用い，防食

　　のためにポリエチレン管で被覆したのち，

　　内部をセメントモルタルで充填している。

　　（図一7．9　参照）
　　ケーブル
S（hrdゴkcbel　　　　ワイヤー
　　　　　　　Orqh『bO㎡deI

　　　　　　　　　　ポリエチレン

図一7．9　ケーブル断面図

（2）　ケープル定着部

　　ケーブルの定着部は鋼製のアンカーフレームを使用し，これを2本の塔柱ではさみ付け

　て，左右から締め付けている。

　（図一7．10，図一7，11参照）
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図一7．10．

A

6
H
Iノ

7

2一

　　駐
7　　糖

〆∠

　　＠、髪

一・∠『

ケーブル定着部断面

　（塔側）

A．

B．

C．

D．

E．

F．

G．

H．

1．

コ　ンク　リ　ー　ト塔桑主

鋼製箱

1．前面板

2．側壁板

横板

基礎板

ケーブル先端

リング差込口

鋼製ロ

ネオプレーン緩衝装置

ネオプレーン密閉装置

－ ％

1
以1、

一
＼
＼

／．

／
／

、／

％／

z

＼　　＼

￥
＼
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￥
＼
＼

一

！

q ＼＼
Schrdgkqbel

　　　Droh↑bOndel
1

、綾 i
［

1
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P

図一7．11　　桁と塔におけるケーブル定着部
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2．製　作

2．1　製作シーケンス

　　　図一7．12に示す。

　　　　　　An5〔hluab豊o‘he

　・迎L→
　Hoh巳kαs管en仕ei覧e

An5〔n

一
r
屋

6翼12m一 8m

τron5ρor奪 Z”5㎝a㎝bou loger

図一7．12　80m桁の製作シーケンス

2．2　製　作

　（1）　箱桁上面，下面，側

　　面の補剛パネルを工場

　　て製作する。

図一7．13　　部材の組立

（2）　部材を輸送（図一7．14）

羅！～☆濾1

詳

ノ’

．奮

図一7．14　　部材の輸送
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（3）　造船所の船台及びその

　付帯設備機器を利用して

　長さ80m，重さ約600tの

　立体ブロックに全溶接に

　より次々と大組立てして

　いく。

　（図一7．15）

図一7。15造船所における箱桁の製作

3．架　設

3．1　主桁の架設

　（1）　80Ihの立体ブロックは，

　　特製のデッキバージを利

　　用し，双胴船にて架設地

　　点まで輸送される。

　　（図一7．16）

レ監、

し鑑

　　　　　　と2．1
　　　　　．演’“

募謬這．i

篶i響彗嚢　　　　騰、一一鰹』　　一，

疑畑
図一7．16架設場所までの輸送

（2）架設地点にて桁を旋回

　しそのまま橋面位置に据

　付けられる。その後ブロ

　ックを固定し既設ブロッ

　クとの溶接を施工すると

　いう手順の繰返しを基本

　としている。

　（図一7．17）

mm

巳

　ノ、＼

②

①

図一7．17　架設位置に2の桁旋回方法
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（3）　Seelandにては，仮設

　の桟橋より80m桁を引き

　込んだ。　（図一7．18）

　　又，すべり面はテフロ

　ン／鋼となっている。

（4）　斜張橋の側径間には，

　塔位置から40mの斜ベン

　トを設置し，残りの80m

　の区間は（2）と同様の手順

　で架設し，その後は80m

　ブロックを中央径間から

　縦移動させて施工した。

　（図一7．19〉

図一7．18 架設桟橋上にての

80m桁の引き込み

図一7．19 双胴船上にて塔側より

80m桁の引き込み
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（5）中央径間部分は，ケー

　ブルの定着間隔に合わせ

　たブロック長16mの片持

　架設した。　（図一7．20）

図一7．20　起重機による16m桁

　　　　　吊り上げによる組立

（6）結合前の橋中央を図一7．21

　に示す。

図一7．21結合前の桁中央

3．2　主塔の架設

　　　主塔はタワークレーンを設置して，これによってコンクリート打設と資材運搬を行い，

　クライミングフォームによって，下部のV部分は開き止めのケーブルを設置しながら1ブロ

　ック高さ2．5mずつ施工し，上部のA部分は2．6mずつ施工した。

3．3　下部工の施工

　　　下部工は鋼杭を打設した後，RCオープンヶ一ソンを曳航，据付けし，大量の水中コン

　クリートで躯体を造り，コファーダムによりドライにして橋脚を立ち一ヒげる方法にて施工し

　た。　　　（図一7．22　参照）
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図一7．22　下部工の施工手順

4．

4．1

　（1）

（2）

設計および設計上の特徴

　塗装

　箱桁断面形状は塗装がやりやすいように，張出し部を設けずに下フランジをそのまま上

フランジの方へ曲げて1枚の外板のみにしている。

　箱桁内部は除湿装置により強制循環させ，これによって初期の内部塗装を省略した。尚，

鋼床版上面を除く外面塗装はすべて造船所にて施工した。

　循環器による除湿システムを図一7．23に示す。
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　F

　　s
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　　D
ノ

一　　　『　　　一

噺 一　一　一　中 T

　　　←『一一L850600m，　空気循環桁断面　　　＿＿＿→

換気装置　　　　SI吸気弁　　　　　R　台形状の空気管

空気フィルター　S2排気弁　　　　　丁　分離口

除湿装置　　　　A　空気循環

　　　　　　図一7．23　循環器による除湿対策原理

（3）桁タイプの違いによるコスト比較の検討結果は図一7．24に示す通りであった。

防錆保護

　　FIOζhe
AO　Fohr加h庶k 20沖z’m 20m～’m 20m2，m

　　An5奪riζhfldζhe
・AE　Auo2nsei垣 72m2’m 50m2’m 2もm2’m

A【’Ao 3．6 2．5 1．2

KomsionSSζhu曾Z3
Aunenflbchen An5？r忙h An5量riζh Ans愉ri‘h

InnenflO〔hen 一
luf奮εn？f的〔h一 lu『塗en量feu〔h一

加ng 仕ung

　　　コスト比較

製造コスト
0凹’一2

　　　　蜘

　　　　2ら0

　　　　180

　　　　120

　　　　60

　　　　0

維持コスト
0門’nZ㎝d』ohr

15

！2

9 、　、

　　、

製造コスト

6
、

、
　
、
　
　
、

3
Erh・1拍㎎skos曾en一一』＼

　　　　　　　　　　　、

図一7．24　桁タイプによる防錆保護・面積及びコスト比較

4．2　支　承

　　　支承は塔で1点固定のフローテングタイプ（テフロン沓）

4．3　1面吊りのフローチングタイプに対する主桁の回転防止対策として，活荷重偏心載荷に

　より桁が倒れてしまうことに対し，塔部で鉛直のたわみには追随しながら，ねじれには抵抗

　する装置を水圧シリンダー2個を連動，させることによって生み出している。

　（図一7．25～図一7．27参照）
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4．4　輸送時の模型実験

　　　高重心の双胴船による

　輪送の不安性を調ぺるため，

　輸送条件として

　　風速：13．8m／sec

　　波高：1．5m

　を限界として，1／60の模型

　実験を実施して安全を確立

　させた。

　図一7．28に実験結果として

　加速度の検出値を示す。
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図一7．28　加速度実験

　　　　（双胴船と桁）

4．5　耐風安定性

　　　高欄形状を含め桁断面の風胴実験により安定性の検証を行った。

4．6　ケーブルの振動

　　　振動が万一起きた場合にこれを計測するという簡単な装置を設置している。

4．7　その他

　（1）橋台商には走行性を配慮して，いっさいの伸縮継手を設けていない。

　（2）非常用の歩道と壁高欄が一体となって桁両側に設けられており，これも8mもののプレ

　　キャストコンクリートブロックを鋼桁とボトルにて結合している。

5．　その他

5．1　工期

　　　着　 工：1980年5月　　　完成、1985年6月〕5年1ケ月

　　　但し，上部工の架設期間は　Seeland－Farφ間が9ヶ月

　　　　　　　　　　　　　　　　Farφ一Falster間が15ヶ月

5．2　総工費

　　　橋梁部全区間で約210億円

5．3　コンクリート橋との比較

　　　設計施工時には，桁形式について鋼・コンクリート両案の競争がなされ議論された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一74一



　　最終的には同一断面の桁を大量に製作し，比較的容易に架設できる鋼桁案が選定された。

5．4　景観上の配慮

　　本橋は海岸風景との調和という観点から，景観上の配慮が特になされている。

6、　エンジニアリング会社の位置付け

　　上部工の設計施工管理：Cowiconsult　A／S

　　下部工の　　〃　　　：Christiani＆　Nielson　A／S

　　上部工の請負業者　　：恥nberg　＆　Thotsen　A／S

　　下部工の　　〃　　　：Farφkonsortlet；Hφjgaard　＆　Scbultz　A／S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KampsaxA／S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Campenom　Bernard　Cetra

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Polensky＆Z611ner

灘

図一7．29完成図
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§8．
1．

　1．1

　　（1）

　　（2）

　　（3）

　　（4）

　　（5）

　　（6）

　アダミヤ橋（AdhamiyhaBridge）

橋梁概要

1．2

　（1》

　②

　（3）

　　橋梁諸元

　　発注者　　：イラク共和国道路橋梁公社

　　架橋地点　：イラク共和国首都バグダッド市内（チグリス川）

　　橋　　長　：405m

　　支間割　：（62．25m＋182．5m＋60．Om＋6L25m）＋35．Om

　　幅　　員　　：3．Om（歩）＋10．5m（車）＋2．5m（分）＋10．5m（車）＋3．Om（歩）

　　形式：上部工；4径間連続合成桁斜張橋

　　　　　　　　　　　　単純合成箱桁橋

　　　　　　　　下部工；場所打ち杭基礎（一部斜杭）

　　構造上の特徴

　　一面吊り斜張橋である。

　　桁はコンクリート合成床版を有する連続箱桁である．　　　　　　　●

　　ケーブルにはロックドコイルロープ（φ68．5m，φ75m）を使用。

　　また，塔上にサドルを設け，左右のケーブルを連結させている。

（4）　主塔は一本柱で，添接には100％面接触継手を採用・

⑤　張出し桁と主桁との接合には，曲げとせん断を分離した。

　　機能別接合とし，引張サイドにはHTロッドを用いている。

⑤　P－4支点一はコ；！クリート打設後，750皿mジャッキダウンし雇14000tmの死荷重曲，げモー

　　メ蜂の騨姻？て1’う㌧

切・コゾ勿サ騨に蝉さ即血のRC％フ麻騨鯉し誕荷重低灘図づてい’る・

続塔は騨方賦㌣ゾ満軸直角方向畑卸構趾鰯て喚（酵照！・、
⑨て飯ガの生尭P2 餌図llこ示贈ンク。離どしやる・
，，ヲン”そのも鱗冊離マカ甲・寸r（HT・ッド）「樋すど悪にヲシクリー・を

　　尭填し・効ロイノ燦よってプレロ』ドしている・　　　　　　●
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図一8．2　標準断面図

2．

（1）

（2）

（3）

④

（5）

（6）

（7）

（8）

設計思想

　設計基準　　BS153　and　ID㎜　of　Merlson　Design　Rules

　主断面力の算出は平面モデルによる影響線解析

　添接部では中立軸の変化に伴う付加モーメントを考慮

　合成断面性能の算出に当っては，負曲げモーメント作用区間では鉄筋のみ考慮

　合成箱桁の設計は，ID脈による荷重係数設計

　張出し構造は橋軸直角方向に合成断面として設計

　引張り応力の生ずる上下フランジ部では横リプの接合にHTボルトを使用

　設計条件

　活荷重”A荷重（BS）
　風荷重29m／sec
　温度変化　±25℃
　温　　　度　　　差　　　25℃

　コンクリート収縮　　　300×10－6
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3．製　作

　　　製作基準　；BSとI　DWR

　　　製作工場　；日本

　　　溶接資格　；BS資格

　　　ブロック割；主桁　31ブロック

　　　　　　　　　塔　　7ブロック

　　　鋼材規格　l　BS

　　　仮組は8回に分けて全量実施

　　　塗装（工場）

　　　　内面　　厚膜型有機ジンク＋2液型エポキシ＋エポキシMI　O

　　　　外面　　亜鉛溶射＋エッチングプライマー＋エポキシMI　O

　　　（現場）

　　　　エポキシM　I　O

　　　尚，工場塗装に当っては塗装専門インスペクターが約4ヶ月常駐し検査に当る。

　　架設

　　　下部工

　　　場所打ち杭基礎である。

　　　塔下部は大型の斜杭である。

　　　上部工の架設

　　　架設工法の概要は下図のとおりであり，その特徴は，中央径間を仮ケーブルを用いて張

　　出し架設している点にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トラヲク
　　　　　　　　　　　　　　　　　ニレ乃∋ンη一ノー　　〆レーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養詮望＾ン・　　　　　　　　　　　　　　ニンクシ蓼ン／一λ
　　　　　　　　　　　　　　　デマ尋バーン＼

　　　　　　　　　　　　ヨーr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク7一　　　　　トラ7ククレ勢ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼…ど
　　　　　　　　　　　　r　　　．　　　　　一　　　　　　　　　　　　s＾　9，　　　P　＃　～、　～「
　　　　　　　　　　　　　　　契詮潮｛ξ7－7，し　　3
　　　　　　　　　　　　　ニレクシコノ！一ズ　　　　　　　　　　　　　ゆ7プ7レーン　￥　　　　　　　藁詮潮転？一7ル
　　　　　　　　　　　　渚　　　　．　￥＜

　　　　　　　　　　　　sへ乳デ．．、．qジ／桟許．7二

　　　　　　　　　　　　　　巽股月ヘント　　，　讐設用廊一プル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1￥ど

　　　　　　　　　　　　s＾　9・　　の　多3’＝評満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑデロプル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！孫《！　7ル

　　　　　　　　　　　　5＾　F6　－　　 93　93　91弱＾

　　　　　　　　　　　　　　　　ニレ7ションノーズ
　　　　　　　　　　　餓台7。7ク．／ノグクi＼

　　　　　　　　　　　　s＾　P．　　　蹟　P3F【A
　　　　　　　　　　　　　　　　　閉一

　　　　　　　　　　　　　　　　　図一8．7　架設概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一
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4．3

　（1）

　（2）

　（3）

4．4

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

4．5

　（1）

　（2）

4．6

　（1）

　（2）

（3）

（4）

（5）

4．7

　（1）

　②

　（3）

　（4）

4．8

　（1）

　（2）

　塔の架設

　既架設桁上に136tトラックレーンを搭載し，それにより架設。

　ブロック間の接合は面接触継手であり，φ42＆φ36のHTロッドの締付けには小型ハイ

ドロレンチを使う。

　塔の自立にはスティ構造を用いる。

　側径間の架設（Pl～P3）

　エレクションガーターを用いた送り出し架設。

　桁端部で3ブロックを組立て，組立て精度を確認後先頭ブロックを送り出す。

　全量送り出した後に，エレクションガーターを撤去し，ジャッキダウンする。

　尚，張出し桁部の架設は，主箱桁が閉合後に取付ける。

　側径間の架設（P4～SA）

　ベンドを用いたトラッククレーン架設

　閉合作業のため，SA側に270mmセットバックすると共に，SAを160mmジャッキアッ

プして架設する。

　中央径間の架設

　エレクションノーズを用いた張り出し架設

　地組立てヤードでは3ブロックを組立て，組立て精度を確認の後先頭ブロックをバージ

に搭載。

　バージはユニフロートを連結してつくったもの。

　最大ブロック重量は120トン。

　本ケーブルのみだと張出し時の桁強度が不足するため

　作用荷重600t〔径50mm，6xFi（25）㎜RC，12本掛け〕の仮ケーブルを2ヵ所に使用。

　尚，仮ケーブルは転用している。

　ケーブルの架設

　アンリーラーを使って，ケーブルを既架設桁上に展開する。

　塔上に設けられたケーブル架設用エレクターで吊上げセットする。

　桁側定着部はウインチにより所定位置まで引き込み，引き込み用HTロッドに接続。

　ケーナルの定着部までの引込みは，200tセンターホールジャッキを用いて，下段ケーブ

ルは8本，上段ケーブルは4本づつ行った。

　桁の閉合

　閉合位置でのM＆Sが零となるよう外的調整を行った。

　調整方法は次のとおりである。

　張出し桁先端への鉛直力　P＝196t

　桁端ジャッキアップ量　　S＝160mm

P
　δ
」」

「「凸

　S　A

△1 閉合ブロック

図8－8　　桁　の　閉　合
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4．9

　（1）

（2）

（3）

　（4）

4．10

　（1）

　（2）

　形状管理

　桁キャンバーと塔の倒れについて許容値内にあることを確認しながら張出し架設を行っ

た。

　ケーブル架設時には，仮ケーブルから本ケーブルにカを盛替る時，塔の曲げ強度が不足

するため，引込み管理要領を作って対処。

　ケーブル長の決定は全て夜間作業としたこともあって，製作精度が大変よく，調整用シ

ムは1枚も使用しなかった。

　鋼桁架設完了時のキャンバー差は最大30mmであった。

　耐風対策

　張出し架設時にギャロッピングの発想が予想されたので下図の対策を中央径間に施す。

　完成系では，耐風対策なし。

一

＼スカート

デフレーター

4．11　その他

　（1）　足場の程度は，日本に比べ大変粗である。

　（2）　架設時の強度評価にはBS153と日本の鋼構造架設設計指針（土木学会）

　（3）　ケーブルはデンゾーテープを用い，その上に化粧用カバーを取付ける。

　（4）　工期は契約3ヵ年（上下部）。実際にはイ・イ戦争の影響もあって1年6ヶ月遅れる。

5．　その他

　（1）総工費は上部工40億円，下部工（取付道路含む）38億円。

　（2）　社会への影響は大きい。

　（3）　The　Engineerはイラクの道路局総裁。

　（4）実質的にはイギリスマウンセルコンサルタントが技術全般を担当する。

　（5）　契約は80年1月11日～83年1月11日。竣工は85年7月。
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§9　アナシス橋（AnnacisBrldge）

1．橋梁概要

　　施　　主：ブリティシュ　コロンビア州道路局

　　設　 計：CBA－BucklandandTaylor

　　施　 工：A　JointVentureofP．C．L．一Pachen－Plke

　　工　 期：1984．3～1986．7（28ヶ月）

　　形式：複合斜張橋

　　　　　　　塔　　　　　　　H型　RC構造（中空型）　杭基礎

　　　　　　　ケーブル　　　　フアン型（ポリエチレン被覆，長撚り鋼線）

　　　　　　　補剛桁　　　　　鋼板桁2主桁，コンクリート床版との合成桁

　　スパン割：50．0＋182．75＋465．0＋182．75＋50．O　m

　　ケーブル芯、：28m

　　幅　　員：有効幅員　　25．4m　　6車線　又は4車線＋軽軌道2車線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　暫定　4車線　）

謬50m 嵐75m竿 465m
51

1 182．75m
S2　S3150ml

1
182．75m
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2．設計思想

　2．1　設計基準

　　（1）交通荷重　ASCE　　　　　　（載荷長100m以上）

　　　　　　　　　　　Camadian”igh冊y　Loadlng（　ゲ　100m以上）

　　（2）風荷重　 発生確立　0．01回／年（静的）
　　　　　　　　　　　　　50m／s（限界風速）

　　（3）　地震荷重　　　　0．28g（限界状態）

　　（4）　そ　　の　　他　　主桁・床梁の疲労に対してBS5400適用

　2．2　構造上の特徴

　　（1）基　礎

　　　　橋棚及びの塔の基礎は全て杭基礎で，支持地盤の深度の関係で南側下部工はH鋼杭，北

　　　側下部工は鋼管杭を使用している。

　　　　　　　　　　　　　　　　表一9．1　基礎杭仕様

橋脚Nα 杭の形状 本数 杭の長さ 備　　　考

S3 Hp　　360x152 64 13～16m
S2 Hp　360×152 42 12～15m

S1 Hp　360×152 339 16～23m
N1 鋼管915φ×19 72 78～90m コンクリート詰め

N2 鋼管610φx12．5 28 21m 〃

N3 鋼管610φx12，5 40 17～21m 〃

（2）塔，橋脚

　　塔及び橋脚は鉄筋コンクリート構造でケーブルが鉛直面内に配置できるように，塔柱間

　隔を主桁間隔に合わせた，2主塔型とし，又経済性から中間水平材を大きくすることで，

　塔頂部の水平材を省略し，H型断面を採用している。

　塔は壁厚60c皿の中空断面でケーブルの定着部は塔内部のブラケットにケーブルタイビーム

　を渡し，中央，側径間のヶ一ブルの水平分力をバランスさせ，塔のケーブル定着部の構造

　を簡略なものとしている。

　　　　　　　　　　　　　表一9．2　塔，橋脚　施工数量

個　数 コンクリート数量 鉄　筋　重　量

塔 2 8，586㎡ 2，056ton

橋　脚 4 3，006㎡ 550ton
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　　　　　　　　　　　　　図一9．2　ケーブルタイビーム

（3）　ケーブル

　　ケーブルは7．1mm素線の長撚りストランドで，防錆処理としてはメッキ素線のストラ

　ンドを工場でポリエチレン被覆加工し空隙部には，グリースを充填してある。

　　ストランド両端は亜鉛鋳込みの鋳鋼製のソケット加工をしてあり，塔側ソケットにはケ

　ーブル引き込み，調整用のジャッキと連結するためのネジ切り加工を施してある。

　　又ケーブルとしては，メインケーブルの他に，N2，S2橋脚で補剛桁と橋脚を連結す

　るために，それぞれ4本づつのタイダウンケーブルを使用している。

　　　　　　　　　　　　　　表一9．3　ケーブル仕様

本　　数 長　　さ 直　径 素　線　数 単　重 総　　重　　量

192本（メインケーブル）

8本（タイ効ンケづル） 　　m49．5～237．5 　mm80～130 　本109～283 　し2～24
1505t（ケー九）

193t（ソケット）

（4）　補剛桁及び床

　　補剛桁は桁間隔28mの鋼板2主桁と4．5m間隔に配置された横桁上にプレキャスト床版を

　載荷桁し上フランジ上で，場所打ちコンクリートで合成させた，合成桁タイプである。

　　これはケーブルからくる水平分力をコンクリート床版で負担させ，しかも床版に橋軸方

　向のプレストレスを与える有利な設計であると考えられる。

主　　桁

床　　桁

鋼　　重

鋼　　材

九キャ対板

舗　　装

桁高　　　2．1m　　　　　部材長　　18．Om

桁高　　　1．6～L8m　　　部材長　　27．2m

5，600ton　（主桁＋床桁）

350AT類耐候性鋼板（無塗装）

13．5mm×4．Om×0．215m　重量35しon

コンクリート舗装　t＝50mm

ボルト接合

ボルト接合
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図一9．3プレキャスト床版

（5）　以上各部の構造について述べたが，全体的な構造の特徴としては

　1）　ケーブル取りつけ間隔を9mと小さく抑え，それによわ桁高を低く抑え耐風安定性を

　　増している。

　2）　中央径間の主桁外側に，桁高750mm，張出量2，000mmのブラケット形式の翫nd　Fairing

　　を取りつけている，これにより風洞実験では50m／secまでの風に対する耐風安定性が確

　　認されている。

　3〉　支承条件は塔部に鉛直沓を持たないフローチングタイプであり，曲げモーメントのピ

　　ーク及び主塔またはケーブルの変形によって生じる不静定力の影響を避けている。また

　　S2，N2橋脚では，タイダウンヶ一ブルによりけたを下方に引きつけている。

3．　製　作

　1）　加工

　　　桁は軸力による弾性変形と長期収縮を考慮して長めにつくられた。また桁長の累積誤差は

　　全長で5ケ所の位置で添接板によって調整した。

　　　添接孔はウエブの上端と上フランジ以外は先穴とした。

　2）　仮組立

　　　一度に5部材つづ仮組立を行なった。部材間の角度変化は上フランジのギャップを調整後

　　それに合せて添接板の穴明けを行なった。

　3）　ケーブルの定着長

　　　ケーブルの製作長と上下定着点の座標から死荷重状態の上端ソケットの固定ナットの位置

　　を計算した。
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4．架　設
　（1）　主　塔

　　1）　移動式型枠を使い40回で打上げた。

　　2）　塔の傾斜部の誤差は最大27m／m　　平均　1／10，000であった。

　（2）　上部工

　　1）　桁の標準化一主桁，床桁を標準化し，工場製作の省力化をはかり，しかも単材重量がそ

　　　れ程大きくない（最大重量35tプレキャスト床板プロック）為，架設機材が小容量（44t

　　　及49t吊デリッククレーン）のものでまかなえる。

　　2）　プレキャスト床版を使用することで桁の架設にフォローして床版工事が行える。

　　3）　桁架設は全て塔より中・側へ向かってのバランスドカンチレバー工法とし，架設，床版，

　　　ケーブル取付けが同時進行型で，架設途中の安定性，アンバランス荷重の処理及び架設途

　　　中の耐風安定生のために，両側の桁から主塔基部を結ぷ仮ケーブル及び側径間桁を地上に

　　　設置したコンクロトトブ・ックとケーブルで結ぷタィダウ江法を用いる等・仮設備の簡　●

　　　略化が目立つ。

　　4）　塔の両側で主桁4本，横梁8本，プレキャストブロック16枚，ケーブ8本，プレキャス

　　　トブロック間の間詰めコンクリートの打設，2台のクレーンの移動といった一連の架設サ

　　　イクルの工程は約11日であった。

図一9．4　バランストヵンチレバー工法による上部工架設
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（3）　主要仮設備

　1）　主塔

　　　　移動型枠　　　　　　　（図一9．5）

　2）　鋼上部工

　　　　仮ケーブル及び仮ヒンヂ（架設時安定用）

　　　・移動桁足場　　　　　　（図一9．6）

　　　　自昇式主塔足場　　　　（図一9．7）

灘垂監

図一9・5　移動式型枠

図・一9　6　移動　桁足場
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（4）　工　程

　　下図に示すように，基礎工の着工より28ヶ月で完工した．そのうち上部工の架設期間は片

　　側で9ケ月であった。

6 9 1 31984　　　1981　　　186一　9 1 6
基礎工事

塔工事　　南

〃　　　北

桁、ケーブル工事

付帯設備他

全体工期 28ヶ月

図一9．8　工程実績

（5）　計測及び応力管理

1）　主塔脚部に熱電対を埋込み、温度差による変位を予測し主塔の形状管理を行なった。

2）　架設時の載荷による床版のひびわれ幅は最大荷重下で0．4m／m除荷後においては0．01m／m

　以下となるように管理された。

3）　架設時の載荷重，床板高さ，塔の変形及主要部材の応力測定と，サイトコンピューター

　による解析によって1サイクル毎の応力管理を行いながら架設した。

匝 皿

　　　　孟………嫉1慧曼li裟

卜一⑧皿／論

　　　　　壁藍“壁偉匡置1壁
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9卿　■9騨騨　go　一一●●●9

隔

ノ
■●亀

，甲へ
響、　　〆
》

賃 ‘●凸■0∪曜唱巳●の0　■一●　▼●曜』■一

島飼一8G星5　0閥800■

曾殉電‘？80鱒　，●oo膚哩，o

図一9．9　応力管理
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5．　その他

　1）工費　　　45．7百万カナダドル（＄1780／㎡）

　　　斜張橋としては異例に経済的である。

　3）　橋梁の必要度

　　　バンクーバーから米国国境へ直接南下する高速道路と都市通勤手段として建設

6．　エンジニアリング会社の役割

　　CBA－Buckland　and　Taylorは鋼桁案で入札落札したがその後コンサルタントとして下記の業

　務を行った。

　1）　上下部工一式の請負設計書の作成

　2）　設計基準の決定

　3）　施工管理
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§10．チャオ・ピア橋（CH、OPHYABridge）

　1．橋梁概要
　1．1　諸　元

　（1）発注者：E．T．A（ExpresswayandRapidTransitAuthorityofThailnad）

　（2）架橋地点：ChaoPhyaRiverCrosslngatWatSai，Thalland（図一1．1）

　（3）　橋長（支間割）：781．2M（46．8＋57．6＋61．2＋450．0＋61．2＋57．6＋46．8）

　（4）幅　　員：33．Om車線2x（3．5M＋3．5M＋4．5M）（図一L2，L3）

　（5）形　　式：上部工　7径間連続鋼斜張橋

　　　　　　　　　下部工　　杭基礎
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図一10．1架橋地点
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L2

　（1）

　（2）

（3）

　構造上の特徴

　一面ケーブル斜張橋としては世界最大

　ロックドコイルロープ使用　（最大径167φの実績は世界最大）

　全素線亜鉛メッキ

　基本的には塔と桁とは分離構造。ただし図一1．2の支持条件を満足させるため，図一L4の

ポットベアリングを設置している。　（橋軸直角方向は両塔とも設置）

i「　曙

図一10．4塔　基　部　構　造

（4）　主桁の両面構成が側径間と中央径間とで区分されている。　（図一10．3）

2．

2．1

　（1）

（2）

設計思想の概要

　基　　準

　OIN1072荷重規定
　タイの実績最大荷重10軸40tonよりもDINの3軸60tonの方が影響が大であり，B．Sま

たはAASHTOの規定よりも経済設計となることが判明した。

　DIN1073設計規定

2．2

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

その他の荷重

風荷重

地震荷重

温度変化

温度差

（5）　不等枕下

DIN1072により　W＝250kg／c㎡

0．05g

±20℃　（架設時25℃）

ケーブルとそれ以外の部分　±15℃

箱桁と塔・箱桁と上下面　　±15℃

Pylon位置200MM，中間支点25MM
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2．3

　（1）

　（2）

3．

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

（5）

（6）

（7）

　解　　析

　恥mberg＆Partner所有の平面骨組解析，立体骨組解析，格子解析の各プログラムを

使用

　2次理論による照査を行ったが影響は小さい。

製　　作

　製作要領はAASHTOによる。

　製作工場は現地鉄構品製作会社（SME）

．材料の入手は下記の通り

　　鋼　 板；神戸製鋼（B．S43600rade50）

　　ケーブル；西独Thyssen社

　使用鋼重
　　　　　　　　　　　　鋼　重

　　　　主桁　13950ton

　　　　塔2000ton
　　　　ケーブル　　　　1250ton

　　　　沓他　　 900ton

　　　　　合計　 18100ton

　塔の製作（図一3．1）

　ブロック割；18ブロック・ブロック重量　基部175ton～頂部23ton

　許容精度；3／1000

　桁の製作（図一3．2〉

　ブロック割；33ロット・17ブロック／ロット

　　　　　　　最大ブロック重量　側径間　63ton，　中央径間　55ton

　許容精度；ダイヤフラム間隔において5mm

　接合用ボルト

　H．T　Bolt　FloT（Ml6，20，22，24，27，30）を使用。

　このうち，M20，22，24はT。C。Boltを適用。
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4．　架

4．1　下

　（1）　形

　（2）杭

設

部　工

　式，杭基礎に支持された鉄筋コンクリート構造

　　，径2．Omの場所打ち杭・支持層は砂礫層（EL－35m）

4．2

　（1）

　　上　部　工

　　概　　要

　　全体の架設段階を図一4．1に示す。BANGKOK側とT“ONBURl側は下部工完了時期，上部工架

　設用大型クレーンの転用の関係から，架設着手時期をずらせている（約3ヶ月）。

　　その後種々の調整により，中央径間の桁架設は1Lot遅れの工程となり，この状態で閉

　合まで進む見込みである。

（2）側径間の架設

　a）　200tc／cを使用したベント工法

　b）　仕様及び最大ブロック重量は次の通りである・

　　　　　　　　　ブーム長　作業半径　吊能力　　最大ブロック重量

　　　Step1，2　57．Om　　12．Om　62．5ton　　58ton

　　　　　　　　　　　　　　　28．Om　24．9ton

　　　Step3，4　27m　　　7．Om　100．Oton　　63ton

　　　　　　　　　　　　　　　20．Om　33．7ton

（3）塔の架設

　a）　高揚程仕様に改造した200tc／cによる架設

　b）　仕様及びブロック重量は次の通りである。

　　　　　　　　　ブーム長　作業半径　吊能力　　最大ブロック重量

　　　Step5，6　96．Om　　19．Om　40．Oton　27．Oton

　　　　　　　　　　54．Om　　19．Om　73．Oton　　67．Oton
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夏 STEP1
（Lot1，Lot2架設）
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閾頃1

P皿

、

STEP3
（側径間ブロックLot3，Lot12の

・FO 臼 P！ P竃

蟹 肥

R，　　P＝
P竃l　p璽

　　“

STEP4
（塔Lot18，Lot17桁Lot13の200t　CICによる架設）

一R⊃　　P1 ．P1．

STEP5
（200しC／Cを高揚程仕様に変更・桁Lot14，15架設・塔ブロック架設）

94

戸肛

ユ STE　P6
（塔ブ・ックの200tc／Cによる架設））

。R｝　　　P： P一 P皿

04

1

，’

t

　　　　　　　STEP7
（塔頂クレーン0）据｛寸・200

、

恥 P1 PI　　　　P1
’

t

　200t　c／Cを標準揚程仕様に変更）

高揚程仕様の部品（プー
ム及びカウンターウエイ
　ト）をThonburi側にシフト
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（4）中央径間の架設

　a〉　200tc／c2台による直下吊上げ一括張出架設工程

　b）　仕様及びブロック重量は次の通りである。

　　　　　　　　　ブーム長　作業半径　吊能力　　最大ブロック重量

　　　Step7　　　27．Om　　9．4m　200．Oton　191ton

　c）　鋼床版についてはデッキプレートは全てH．T．Bolt継手，その他ウエブ，ポトムプレー

　　トは全てH．T　Bolt継手である。

　d）　橋面位置に吊上げ後，既設桁と仮固定させた，仮固定要領は次の通りである。

　　①ウエブH．TBoltのうち下部1／2を締付

　　②ポトムのH．TBolt全量締付

　　③デッキ上面の引張材の緊張（図一4．2）

　e）　次にデッキプレートのルートギャップ等の調整後，本溶接を行った。溶接はサブマー

　　ジアーク溶接法である。

　f）　溶接完了後，ウエブ上部1／2のH．T　Bolt締めを行ない，1サイクルが完了する。

　g）　閉合時セットバック量　　365ton／100mm

　h）　足場関係

　　　図一10．7示すシンプルな移動安全足場を適用。

引張材

も

轟

　　Tenslon　Bar48φ
邸／　　（ピアノ線）

亜
q
1
●

9

o

亀

図一10，7　桁ブロック仮固定時デッキ上面引張材の配置
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（5）　ケーブル

　a）仕様（図一10．9）

　　①ロックドコイルロープ（DIN2078（丸素線〉及びDIN779（Z素線））

　　②全素線亜鉛メッキ

　　③　引張強度　；16．Ot／c㎡

　　④ヤング係数；1600t／c㎡

　　　ケーブルの配置及び諸元を図一4，5に示す。

　　　架設（図一4．6）

　　①中央径間の架設に伴い，側径間→中央径間の順に架設する。

　　②Stepllケーブルを桁上のアンリーラに設置し，ウインチで引出し，展開する。

　　③Step21ケーブルを塔側から定着する。塔頂クレーンによって吊上げ，塔内のチェ

　　　ーンブロックで引込み，所定位置に定着する。この場合，曲がりの悪影響を防止する

　　　ため，ガィドフレームを使用する。

　　④Step3；桁側ケーブルの1次引込み

　　　　Step4；桁側ケープルの2次引込み，ソケット先端にロッドを連結し，引張ジャッ

　　　キにて，所定張力を導入する。

b）

c）
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4．3

　（1）

（21

　形状管理
　ケープル張力及び桁のたわみ両方に着目した管理を行い，架設ステップ毎に最適をムを

決定して進めている。

　ケーブル張力の測定はテンションメータによっている。

4．4　耐風対策
　（1）　コンサルタントの段階で完成系における自励振動及び限定振動に関して，計算により検

　　討している。その結果，桁の自励振動の限界風速はVcr＝90m／secであり充分安全である

　　。また渦励振は塔については，7皿／secで発生するが，ケーブルの抵抗があり実用上問題な

　　しという見解であった。

　（2）　日立造船側にて風洞試験を実施した（架設系・完成系）。その結果，架設時の塔に対し

　　てワイヤ方式の制振装置，完成時の桁及び塔の限定振動に対してTMD方式の制振装置を

　　設置することに決定した。

4．5　工　　期

　　　表一4．1の通りであり，契約工期は1984年10月1日から1987年9月30日である。
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表一10．1工　程　計　画　及　び　実　績（1987。3。1現在）．

、
＼
、
、
　
＼

年月

　　＼＼

項目　＼
　　　＼、＼

1984 1985 1986 1987

1011112 1　2　3　4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4　5　6 7　8　9

L製作図

製　作

Plle

Lot26

Piie

㍗6〆Zノ 傷　　・二 ％　z

ベルト／

　クレーン

側径間

　主桁
塔
中
央
径
間
主
桁

ノz〆．〆・宏 ／4〆’〆＿ダ ■　を汚

r’㌧％・ノノニ・7 47・zド’イ！ず一z ’z　乃与

架
　
　
設
　
　
　
　
舗
他

9■25

Lot25舗装・マーか

跡片付け

下部工 〆ノ，”F　ワ／る旨別　r〆， イ2ズ！〆z％．・第 ．！卿！z．弼ノノ ∠z∫ ／「シ” 移　　．

Pile Pile

契約工期1984．10．1～1987．9．30

予定　　　　　BANGKOK側の実績　THONBUm側の実績



5．そ　の　他

5．1　総　工　費

　　約96億円　（上部68億円，下部工28億円）

　　　内容的には，円建て分70％，パーツ建て分30％

5．2施工体制
　　工事全体のプロジェクト組織を図一10．12に示す。

　　斜張橋の請負者は図のContractor　Nα1のConsortiumであり，その構成は下記の通りで

　ある。

　　Consortium6．P．M；　日立造船㈱

　　　　　上部工担当　；　日立造船㈱

　　　　　下部工担当　；東急建設㈱，CH．Kanchang（タイ）

　　　　　鋼　　材　；㈱神戸製鋼

　　　　　契約業務；日商岩井㈱
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